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はじめに

クマタカSpjzae“s凡ｉｐａﾉeﾉzsisは，ヒマラヤ地方から巾IRI・インド南部・スリランカ・

日本に分,niする．日本に分布する唖種８．mｏﾉ･je7ztα"sは[１本・朝鮮半脇に分布するが，日

本が主要な繁殖地で，ほぼ日本特産亜種といえる．近年減少傾向にあるとされ，絶滅のお

それのある野生生物の種の保存に関する法律の対象種である．種の保護では，繁殖地の保

護は蚊も噸要なことのひとつである．そのために営巣地や鴬巣状況を調査し，営巣環境を

把握する必要がある．

篭番らは，1982年以来，おもに広脇県西部でクマタカのﾉﾋ態を調査し，これまでディス

プレイや採食行動と植生の関係などについて報告している（森本・飯1111992)．本報では，

クマタカの鴬巣環境について報告したい．

調査地および調査方法

1982年から1993年に広烏県西部で発見した計７巣のクマタカの巣の位満を25,000分の１

の地形図上に落とし，それをもとに営巣地形，営巣林と営巣木などの営巣環境を調査した．

その111の４巣では巣周辺の械坐調査も行なった．

１．桝巣地形の調査

巣のある谷を主要な尾根までを水平に３等分し，上から'1mに上・中・~.ドとし，巣のある

位置を記録した．また，鴬巣斜面の巣の位磁で，営巣斜面の尾根から谷底にかけて垂直に

みた場合の尾根から谷底までの標高差を営巣斜面の比高とし，それをもとに谷底から営巣

木までの比高をわりだした．

２．常巣林の調査

主要な尚木植生が営巣木と同種で，樹尚と胸高直径がクマタカが営巣可能と思われる大

きさからなり，それらの樹木の個体密度が尚く，樹冠が隣接している範囲を鴬巣林とした．

樹高20ｍ以上，胸高値径40ｃｍ以上をクマタカが営巣可能な/kとし（西垣外ほか1971，森

本・飯'111992)，営巣水とIIil種で営巣林の拙成個体でも，この雌準に適合しないものは除

外した．
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営巣林面積は，小規模な林の場合は林の中で営巣林の範囲を特定し，地図上に範囲を記

入し，わりだしたが，大規模な林の場合は遠方での観察と合わせ，航空写真を参考とした．

３．営巣木の調査

胸高直径は，地上1.3ｍの位置で５ｃｍ単位で測定し，樹高は木の根元に固定した１ｍま

たは２ｍのロープを基準として，少し離れた所から１ｍ単位で目測した．

営巣木を中心とした樹間距離は，営巣木から15ｍまでの範囲で，前述したクマタカが営

巣可能と思われる木を１ｍ単位で測定した．

４．植生調査

植生調査は，営巣木を中心とした直径15ｍの円形調査区を設け，ブロンーブランケの全

推定法を使用した．被度は１（ｌ／10以下）から５（３／４以上）の５段階，群度は１（単

独で生育）から５（カーペット状）の５段階で評価した．

樹高で階層構造の分析を行ない，高木層（Ｂ１）と亜高木層（Ｂ２)，および低木層（S）

を15ｍと３ｍでわけ，分類した．草本層（Ｋ）やコケ層（Ｍ）は測定しなかった．群落の

類別は宮脇（1989）によった．なお，アラゲミツバツツジＲﾉiodode凡dro〃retjcuIatum

var・cjZjatumは，これまで中国地方で報告された群落組成表には，コバノミツバツツジ

Rhodode凡dro凡retjc哩jatumとわけてあつかっているものがないため，群落の類別はアラ

ゲミツバツツジはコバノミツバツツジとして行なった．

結果

１．営巣環境

５つがい（以下Ａ～Ｅつがいとよぶ）で，計７巣を発見した．Ａ・Ｂつがいでは２巣ず

つを，ほかのつがいでは各１巣ずつを発見した（表１）．

クマタカの営巣標高は，山塊を主峰の標高で上・中・下の３層にわけた場合，山塊の中

～下部にあった．また，谷を上・中・下の３層にわけた場合，巣は１例を除き，すべて谷

の下部にあった．クマタカの営巣標高は生息する山塊の主峰の標高の１／２付近に集中す

る傾向があり，谷の下部に営巣するとされるが（西垣外ほか’971，森本・飯田1992）今

回の調査結果もほぼこれにあてはまった．

営巣斜面稜線部の標高はＡつがい（Ｎ１）の290ｍからＥつがいの650ｍまで差が大きく

営巣斜面の比高もＣつがいの40ｍからＥつがいの130ｍまで開きがあり，各営巣地に共通

性はなかった．営巣地から対岸までの距離も同様であった．

営巣斜面上の営巣林・営巣木の位置は，中～下部に集中した．営巣斜面の傾斜度は，

Ｃっがいの31度からＢっがいの57度まで差があったが，いずれも急峻な斜面であった．営

巣斜面の方位では，傾向はなかった．

営巣林はいずれも周囲の林より一段背が高く，樹種や構造で周囲の林と比較的明確に区

別できた（図１)．また，林内に入ると，樹間距離，林のすきぐあいなどで明瞭に区別す

ることができた．

営巣林は最大が30×120,,0.36ha，最小は20×20,,0.04haであった．柵成樹木の本

数は，最大はアカマツＰｍｕｓｄｅ"syJorα30本程度，最小はモミA6jes/ｊｒｍａ６本であった．

営巣林を巣の高さで斜面の斜度と同角度に切ると，巣は営巣林の林縁部から部分的に木

が低かったり枝がなかったり，または連続したギャップの近辺にあることが多かった（図
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図1．クマタカが営巣した林の例．ａ：モミ林，ｂ：アカマッ林．

Ｆｉｇ．１．NesLingforesLpatchesusedbyMoLmLainHawk-IGagles．

ａ：Firforest・ｌａｒｇｅＦｉｌ､ｔｒｅｅｓｉｎｉ,ｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆｐｈｏＬｏ．

ｂ：JapaneseRedPineforest，ｔａｌｌＲｅｄＰｉｎｃｔｒｅｅｓａｔｕｐｐｅｒｒｉｇｈｔｏｆｐｈｏＬｏ．

２－Ｂ咽66.7％，、＝６)．または鴬巣林''１のギャップのわきに巣があったり（図２Ｃﾉﾘ1

16.7％，、＝６)，営巣林の林縁部にあったりした（Ｍ２－Ａ型16.7％，１１＝６）．均一に

枝葉が茂る営巣林の中心部や，それに近い環境にはなかった．谷底から営巣木の根元まで

の雌離は一定していなかった．

営巣木はアカマツＰ加usde7zs机oﾉ･‘が３例，モミノl6ies／か"zαが３例，ゴヨウマツ

P加uspa7･ひ〃zoraがｌ例だった．

営巣木の高さの範州は18ｍ～25ｍ，平均21.9ｍであった．胸高直徒の範囲は60～75ｃｍ，

平均64.3ｃｍであった．巣の地上高の範|用は13～21ｍであったが，平均１７ｍであった．



閃２．クマタカの巣の周辺の森林の配置．●は巣を表し，点で覆われた部分は森林を表す．

Ｆｉｇ．２．NestsitesofIIodgson，sHawk-Eaglesinforests．●representsthenest,ａｎｄshaded

arearepresentsLheforest．

鴬巣木における巣の位i丹は，すべて谷底側であった．そのため鴬巣水の幹に対する巣の

方位は，谷や斜面の向きに形群され，一定の傾向はなかった．架巣タイプは，樹幹型が５

例（71.4％，、＝7）で蚊も多かった（表１．図３)．

営巣林の構造を表２．図｡!に示した．高木刑の平均樹高は22.5,,1M猫木屑の平均樹商

は7.8ｍで，樹高でみた商木偶と亜高木瞬間の空間的麓異は14.7ｍであった．低木屑の平均

樹商は２ｍであった．すなわち構造的にはilli,断木屑の樹高が高木脳よりかなり低く，商木

11‘'iと1Mi高木層のあいだに広い空間のある林であった．低木屑の椛造に関しては特定の傾向

は兄られなかったが，ヒサカキＥｕﾉﾂajapo7Ljcaが優占していた．出現諏数は３～７両と

営巣林の周囲の林と比較し少なかった．営巣林の地表はいずれも水はけがよく，乾燥して

いた．

営巣木の周辺の尚水の樹間距離は５～１０ｍ，平均7.5ｍと広かった．営巣木から鼓も近

い水との平均距離はアカマツ林で4.5ｍ，モミ林で3.8ｍ，平均4.2ｍであった．

クマタカは，巣への出入りには巣の近辺の溌巣林の空間から直接ＡＩ}巣・雛巣することは

比較的少なく，林のI|Ｉ伝いに飛行して帰巣・雛巣する傾向があった（80.8％，、＝26)．

特に帰巣に関してその傾向が強いようだった．

各営巣地の現存楠ﾉLl畠は，Ａ（Ｎ１．２）．Ｃ・ＤがコバノミツバツツジＲﾉzodode7zdﾉ．o〃

図３．クマタカの巣の形状．Ａ：樹幹型，Ｂ：枝上型，Ｃ：樹頂型

Ｆｉｇ．３．NesttypesofMountainHawk-Eagles．

Ａ：On-trunktype，Ｂ：On-branchtype，ＣＴｒｅｅｒｏｒｋＬｙｐｅ
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図４．クマタカの巣の周辺の森林の階層構造．
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１８６

retjcujatum-アカマッＰｍｕｓｄｅ"s〃jorα群落，Ｂ（Ｎ１．２）がスギＣﾉﾐyptomerjα

/apo"jca－ヒノキＣﾉbamaeQypariso6tusα植林，ＥがクリＣａｓｔα"eacre"αｔａ－ミズナ

ラQuercusmo"go"cavar､grosseserratα群落であった．

考察

営巣環境特性の中で，各営巣地に共通した地形的特性は，クマタカは山塊の中～下部に

営巣し，また谷全体では谷の下部に営巣する傾向があった．これらのことは，周年基本的

に行動圏内でクマタカが主要な生活の場とする地域がより谷が深く，より複雑な地形の場

所であることが多いことが背景にあると思われる．またクマタカが営巣可能な大きさの木

が，山塊の下部や谷底付近に多いことも一因と思われる．

谷が深く複雑な地形での営巣は，人間などの外敵からの巣の発見と容易な接近を避ける

ためと推定される．しかし傾斜のなだらかな場所はほとんどが植林地や伐採のくり返され

た若齢二次林で，クマタカが営巣可能な木やそれからなる林が，林に人が手を加えにくい

急峻な斜面にしか残っていないことが多いことも一因と思われる．

クマタカは行動圏内に複数の巣をもつことが多いが（西垣外ほか’971，森本・飯111

1992)，それらは通常繁殖に使用する巣と，その巣がなんらかの理由で使用しにくい，ま

たは使用できない状況時に使用する副次的な巣からなる（森本・飯Ⅲ未発表)．通常繁殖

に使用される巣は，副次的な巣よりみつかりにくい場所や風のあたりにくい場所にあり，

営巣木はより太く，巣はより大型でしっかりと架けられていた．

孤立した大きい木で繁殖していたＥつがいを除く６巣の営巣林面積は，平均0.2haであっ

た．これは同地域で前回行なった調査結果の0.6haからすると（森本・飯田1992)，かな

り小さいものであったが，今回の調査は前回よりも厳密に測定したため，より実際に近い

ものと思われる．

イヌワシAqujﾉαcﾉｶ"saetosやノスリButeo6uteoは巣の近辺の開けた空間を利用して

直接帰巣するが（小島1989,1992)，クマタカは林の中伝いに帰巣する傾向があり，巣の

周囲の開けた空間から直接帰巣・離巣しないことも多い．直接的な帰巣・離巣が一度も観

察されなかったつがいでもギャップの周辺部に架巣し，抱卵中の個体は必ず谷底側を向い

て抱卵し，巣の近辺のギャップから規則的に谷を見渡し警戒していた．ほかのっがいの観

察例でも，抱卵・抱雛中の個体は開けた方向を向いて周囲を警戒していることが多かった

(森本・飯田未発表)．これらのことから，クマタカがギャップの周辺や林縁部に営巣す

るのは，イヌワシやノスリのように巣への直接的な出入りを容易にするためだけでなく，

巣の中での巣の近辺の警戒を容易にする意味があるものと思われる．

クマタカは林伝いに巣に出入りする傾向があったが，その割合はつがいや個体により差

があり，行動圏が市街地に近く林道の車の往来も多く，林業や有害鳥獣の駆除などで人間

が頻繁に生息地や営巣場所近辺に出入りしていたＡつがいで徹底して行なわれていた．

(森本・飯Ⅲ未発表)．このことから，林伝いの巣への出入りは，人間への警戒からきて

いる可能性がある．

調査地にはスギやヒノキの大きい木やそれからなる林もあったが，これらの樹種への架

巣はなかった．このように営巣樹種はほぼアカマツとモミに限定されていた．クマタカが

アカマツとモミに営巣した理由は，これらの木が輪生枝で枝がカサのように出ており，架
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巣しやすいためで，そのため互生枝のスギやヒノキには架果したがらないのだと思われる．

営巣木における巣の高さは，営巣木の平均樹高が21.9ｍであるのに対し，１７ｍであった．

つまり木の高さの地上から３／４に位世する．クマタカが架巣していた針葉樹の大きい木

では，これより下にはクマタカが架巣可能と思われる太さの枝はなく，また枝があっても

本数が少なく，枯れていたり，枯れかかっていることが多い．つまりクマタカは，巣の土

台としてより太くより頑丈な枝が四方に張りめぐらされている場所を選択しているといえ

る．

架巣型は樹幹型が岐も多かった．枝の上につくられた巣の場合，土台が不安定なため，

風雪の被害を受けやすく，繁殖が中断されることが多い（西垣外ほか1971)．樹幹型が多

いことは，クマタカがより安定した場所に架巣しようとしているためと思われる．

クマタカの巣の周辺の樹間距離は５～10ｍで，高木層と亜高木層のあいだは広くあいて

いた．大型種のクマタカにとって，このような広い空間は，林の中を飛んでの巣への出入

りを容易にするものと思われる．

当地方では，クマタカの生息地の多くがコバノミツバツツジRAodode"dro凡

retjcuJat"ｍ一アカマツＰ”sde"s帆orα群落に含まれる．各営巣地の潜在自然植生は，

Ａ～Ｃがシキミノ"jC虹mrejjgjOSum-モミA6ies/jrmα群落，ＤがカナメモチＰﾉiot”α

ｇＩａ６ｒａ－コジイＣａｓｔａ凡Opsisc邸Spjdatα群落，ＥがヒメアオキＡ哩cu6α/apo"jcavar・

boreajis-ウラジロガシＱ邸ercussα"ｃｍａ群落であるが（宮脇1989)，上記のとおり，

いずれの営巣地も本来の自然植生ではなく，すべて人などさまざまな干渉作用との相関関

係のもとに成立，持続している代償械生であった．

現況と保護

広島県は，古くから人間による森林破壊が行なわれており，残存する自然植生の極めて

少ない地域とされる（宮脇1989)．その歴史的流れの中で，当地方の代倣植生の多くがコ

バノミツバツツジーアカマツ群落であったのは，クマタカにとって幸いであったものと

思われる．つまり，アカマツの大木はクマタカの架巣に適しており，低木屑がツツジ類の

ため，二次林ではあるが，よく発達した林分では，高木届と亜高木層の空間があいた，ク

マタカにとって好ましい営巣林が出現するからである．

しかし，ほとんどのアカマツ林で比較的短期間のうちに伐採がくり返され大木になるこ

とはまれである．また，林のうっぺいしたいわゆる荒れた林になったり，またはスギ

Ｑ:yptomeﾉ･』α血po"ｊｃａやヒノキChamaeCypariso6“sαなどの植林地に変わるものも多

い．

航空写真を使い現存する最古の写真の約50年前から現在までの営巣林の変遷を調査した

ところ，現在の営巣林やその周囲は，昔からほとんど変化していない場所であった．当地

方のクマタカは，以前から，ほとんど変化のないきわめて小而積の林をもとに，かろうじ

て繁殖を続けてきたものが多いと思われる．クマタカの営巣可能木は林業サイクルでは最

終段階で，常に伐採される危険性がある．クマタカの保護のためには，アカマツやモミな

どの大径木を，生息地内に少しでも多く残す必要がある．

また，近年クマタカの生息区域でもアカマツの樹勢が急速に衰え，枯れはじめた．特に

クマタカの営巣が行なわれる山の下部がはなはだしい．アカマツは本来，尾根筋の岩場な
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どのやせた場所に生息する種であるが，伐採跡などに真っ先に進出する賜樹である．その

ためアカマツが枯死した後にアカマツが再び生えることはなく，近い将来伐採されなくと

も営巣木や営巣林はなくなるものと思われる．現在，繁殖ができない，または困難なっが

いが増加しつつあるようであり（森本・飯、未発表)，仮になんとか繁殖が続けられても，

条件の悪い場所や孤立した木での繁殖では，繁殖成功度の低下はまぬがれないものと思わ

れる・マツ枯れの直接的な原因は，マツノマダラカミキリＭ･"｡cﾉｊａｍｕａａＩｔｅｒ"ａｔｕｓによっ

て媒介されたマツノザイセンチュウBurSapﾉbeIe"cﾉiusj〔yIOPﾉi血sであることがあきらか

になっているが（清原・徳重1971)，マツ枯れを助長するものとして大気汚染や土壌の乾

燥などが考えられ，現在の広範囲のマツ枯れはむしろ後者によるものが大きいとされる

(NakaneandKimural992)．広く環境破壊を防ぎ，マツ枯れを防ぐことがクマタカの保

護につながり，それは同時に森林を含む生態系を守ることにもつながるものである．

コバノミツバツツジーアカマツ群落の後は，植生は長い年月のあいだに本来の自然植

生にもどっていくものと思われ，その場合多くの生息地で潜在自然植生であるシキミー

モミ群落にむかって遷移が行なわれるものと思われ，クマタカの多くはモミに営巣するよ

うになるものと思われる．しかしそのあいだにも生息地でこれまでどおり伐採や植林がく

り返され，生息地にわずかに残されたモミも伐採され，天然更新がはばまれ続けたならば，

植生の移行期には多くのクマタカが繁殖できなくなり，当地域のクマタカが姿を消してい

くと思われる．

鮒辞

本論文をまとめるにあたり，東京大学の樋口広芳教授にご指導いただいた．また，植生調査および

植生図の作成では，広島市立安佐北高校学校の波辺泰邦氏に適切な助言をしていただいた．以上すべ

ての方々に厚くお礼申し上げる．

要約

1982年から1993年にかけ，広島県西部でクマタカの営巣地の環境特性の調査を行なった．調査は７

巣で行なったが，そのうち４巣では営巣林の植生調査も行なった．営巣地は主峰の標高の中～下部に

ある谷の下部で，斜面の中～下部に集中する傾向があった．営巣斜面の比高や対岸までの距離，方位

に傾向はみられなかった．営巣斜面は平均44.4度の急斜面であった．

営巣林で最大のものは面積0.36ha，最小のものは0.O4haであった．巣は営巣林の林縁部やギャッ

プ周辺など，空間のあいた部分の近辺に架けられていた．この空間は巣への出入りを容易にするため

だけではなく，巣で周囲を警戒する意味が強いものと思われた．

営巣木はアカマツとモミが多かったが，これは架巣しやすさと関係しているものと思われた．また，

巣の平均地上高は営巣木の平均樹高の３／４に位侭した．これは巣の土台としてより頑丈な枝が張り

めぐらされている場所を選択しているためと思われる．

営巣林の櫛造は，高木層と亜高木層の間に広い空間があり，樹間距離は４～５ｍと広かった．営巣

林内の樹木の種数は少なかった．

クマタカの保護のためには，営巣可能なアカマツやモミなどの針葉樹の大径木やそれからなる林を

伐採せず生息地内にできるだけ多く残すことが必要であるが，最近はマツ枯れによる営巣林の枯死が，

クマタカヘの新たな脅威となりはじめている．
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たｏｓｈｊｍｍａｍｉ２－ノ９－２６－３２８，Ａ〃-ん【４，Hirosﾉtjma-s賊，Ｈｉ『oshjma736

NestsitecharacteristicsofMountainHawk-Eagles印izaeZusnipalensiswerestudiedin

westernHiroshima，ｉｎ1982-1993．Datawereobtainedfromsevennests，ａｎｄｔｈｅｖｅｇｅｔａｔｉｏｎ

ｏｆｔｈｅｎｅｓｔｉｎｇｆｏrestsweresurveyedatfoursites、

Thenestswerelocatednearthevalleｙｉｎｔｈｅｍａｉｎｐｅａｋｓａｎｄｔｅｎｄｅｄｔｏｂｅｃoncentrated

frommiddletolowerslｏｐｅｓｏｆｔｈｅｖａｌｌｅｙｓ・Therewasnodistinctivetendencyiｎｒｅｌａｔｉｖｅ

ｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｓｌｏｐｅｓ，ｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｔｈｅｎｅｓｔｓｔｏｔｈｅｏｐｐｏｓiteslopes，ortheaspectsofthe

slopes、Ｍｅａｎｉｎｃｌｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｓｌｏｐｅｓｗａｓ４4.4.．

ＴｈｅlargestnestingforestpatchwasO､36ｈａ，ａｎｄｔｈｅｓｍａｌｌｅｓｔｏｎｅｗａｓ０．０４ｈａａｎｄ

ｃｏｍｐｏｓｅｄｏｆｏｎｌｙｓｉｘｆｉｒｔｒｅｅｓ・Ｔｈｅｎestswerebuiltnearopenspaces，suchasatforest

edgesandaroundopensites､MountainHawk-Eaglestendtoleaveorreturntothenestsby

weavingtheirwaythroughthetrees､Judgingfromincubationbehavior,theseopenspaces

wereapparentlyusｅｆｕｌｎｏｔｏｎｌｙｆｏｒｅａｓｙａｃｃｅｓｓｔｏｔｈｅｎests，ｂｕｔａｌｓｏｆｏｒｈａｖｉｎｇｇｏｏｄ

ｖｉｓｉｂｉｌｉｔｙｏｆｔｈｅｓｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇａｒｅａｔｏｔｈｅｉｎｃubatingbird、Almostallthenesttreeswere

JapaneseRedPinesPj皿sdensj/ZoraandFirsAbies/Ｉｒｍａ､Theaveragenestheightwas

about3/４theaverageheightofnestingtrees，Ｉｔｓｅｅｍｅｄｔｈａｔｂｉrdschosesturdyandthick

branchesａｓｔｈｅｎｅｓｔｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ・

Thestructureofthenestingforestｓｈａｄｖａｓｔｏｐｅｎｓｐａｃｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｈｉｇｈ－ｔｒｅｅｓｔｒａｔｕｍａｎｄ
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thesub-high-treestratum，ｔｈｅdistancebetweentreeswas4-5m・Ｔｈｅｆｏｒｅｓｔｈａｄａｌｉｍｉｔｅｄ

ｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅstingtrees・

ForconservingMountainHawk-Eagles，itisofvitalimportancetopreserveasmany

forestaspossibleintheirhabitat､Andtheforestshouldcontainconiferoustreessuchas

JapaneseRedPinesandFirs,largeenoughfortheirnests,Blightofpinetreesposeanother

threattotheMountainHawk-Eagles．
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